         
早稲田大学履歴書【記入例】      No.1
※年号はすべて西暦でご記入ください　　　              　　　　    　　　　　　　（ ２０１７年１０月　１日現在）
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	オオクボ
	タロウ
	性別
	
翻訳者氏名

	英字氏名
	Okubo
	Taro
	男
	
	

	
	姓
	名
	
	
	

	氏　名
	大久保
	太郎
	
	℡

03(3203)4141
携帯℡
　090(0000)0000
	

	生年月日
	1975年1月1日42歳
	国　籍
	日本
	
	

	現住所
	〒169-0051
新宿区西早稲田１－１－１
	在留資格
	
	資格外活動許可（有・無）

	e-mail
	taro@xxxxx.jp
	在留期限
	年    月    日


	 学　歴 ［EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),高等)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),学校)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),入学)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),以降)を記入し、(入学・編入学)(卒業・修了・退学)等の区分を選択してください］

	
	1990 年 4月
	
	  ○○県立△△高等学校
	高等学校

	
	入学
	

	
	1993 年 3 月
	
	
	
	
	卒業
	

	
	1994年 4 月 
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○　学科
　早稲田　　　　大学　　○○　　　学部　　　　　　　　　専修
	
	入学・編入学
	

	
	1998年 3 月
	
	
	
	卒業・退学
	

	
	    年   月
	
	
	
	入学・編入学
	

	
	    年   月
	
	
	
	卒業・修了・退学
	

	
	    年   月
	
	
	 
	入学・編入学
	

	
	    年   月
	
	
	
	卒業・修了・退学
	

	
	1998 年4 月
	
	修士課程
に該当する学歴（新制大学院修士課程・前期課程）
	
	入学・編入学
	

	
	2000年 3 月
	
	　　　早稲田　　　大学　　○○　　　研究科　○○　専攻
	
	修了・退学
	

	
	2000年 4 月
	
	博士後期課程に該当する学歴（博士課程・後期課程）
	
	入学・編入学
	

	
	2003年3 月
	
	　　　早稲田　　大学　　○○　　研究科　○○　専攻
	
	修了･退学(満期･中途)
在学中
	

	博士学位
	
	 取得学位名（課程・論文）

　　博士（工学）

	 受領大学

　　早稲田大学
	受領年月日
　2003年3月15日


	 職　歴 ［職歴異動の場合は入社・退社、および身分・資格等を記入してください］

※2013年4月1日以降に早稲田大学での職歴がある場合は、TA・研究補助者等のアルバイトでも必ずご記入ください。

	開始（就職）年月

  2003年 4月～
	 ㈱○○○製作所　○研究所研究員
	終了（退職）年月
～ 2007年 3月

	  2005年4 月～
	 △△△工業大学　○学部　非常勤講師
	～ 2007年3月

	  2008年 9 月～
	 早稲田大学　○学部　非常勤講師（現在に至る）
	～     年   月

	  2007年4 月～
	 ㈱○○○製作所　○研究所主任研究員
	～ 2010年3 月

	  2010年 4 月～
	 □□□大学○学部　専任講師
	～ 2014年3 月

	      年   月～
	 
	～     年   月

	現　職　

  2014 年 4 月～
	□□□大学○学部　准教授
	現在に至る

終了(退職)予定年月

　   2018年 3 月


	専門分野[別紙より選択]
	電子・電気材料工学　

	研究分野[詳しく記入]
	電子工学、技術ジャーナリズム、技術経営

	使用言語
	母語：　日本語　　　　　　　　　講義実施可能言語：　日本語、英語





写 真 貼 付





※画像の貼付可


4㎝×3㎝








�手書きの場合は、黒色のインクのボールペン等で記入してください。


鉛筆書きは不可です。





�高等学校入学・卒業の学歴もご記入ください。


�複数の修士課程の歴がある場合は、適宜行を追加のうえ記入してください。


�課程・論文のいずれかに○をつけてください。


�受領時期によって学位の表記が異なります。詳細は「教員任用履歴書記入要領」２ページを参照してください。


�欄が不足する場合は、適宜行を追加のうえ記入してください。





